








 

研究目的 

高年令姙婦よりの出産児にダウン症候群などの異常児が対照群より多発するこ

とはよく知られている。しかし高年令婦人において着床前の卵が既に異常を来

たしている頗度が若年令婦人の場合より高いが否かを研究することは研究方法

的に非常に困難である。そこでウィスター系今道ラットを用いて着床前の胞胚

について回収成績,形態的所見,染色体分析,移植実験成績などを検討し,その成

績については 50 年度研究報告書に述べたごとくである。 


